
3 産業廃棄物処理施設の概要
既許可区域の最終処分場は、平成15年から埋立を開始し、平成19年に廃棄物の埋立を終了し、現在は最終覆土を残すのみとなっている。

今回の変更については、以下に示すとおりである。

・既許可区域の北西側に隣接する敷地と既許可区域内の北西側の敷地を利用し、最終処分場を拡張するものである。
・現在の浸出水処理施設及び浸出水調整槽は、増設区域の埋立地内に立地しているため廃止し、新たに設置する浸出水処理施設等で全区域の浸出水を処理する。

・増設区域で取り扱う産業廃棄物の種類は、既許可区域の８品目に新たに4品目を追加し、12品目とする。

なお、以下に示す概要は、今回の変更の内容を含め、施設の概要を記載している。

3.1  産業廃棄物処理施設の種類

施設の種類：管理型産業廃棄物最終処分場（変更なし）
（土壌汚染対策法に基づく「汚染土壌処理施設（埋立処理施設）」を兼ねる。）

3.2  産業廃棄物処理施設において処理する産業廃棄物の種類等
最終処分場において処理する産業廃棄物の種類注1)は、表3-1に示すとおりであり、増設区域においては、既許可区域の８品目に新たに４品目（燃え殻、鉱さい、汚泥（無機性汚泥に限る。）、令13号廃棄物注2）（ｺﾝｸﾘｰﾄ固型化物に限る。））を追加する。

また、これらの産業廃棄物に加えて、汚染土壌も本施設で処理を行う。
注1）石綿含有産業廃棄物を含む。

注2）令13号廃棄物とは、産業廃棄物を処分するために処理したもの（コンクリート固型化物等）であって、処理前の産業廃棄物に該当しないものをいう。
表3-1　産業廃棄物処理施設において処理する産業廃棄物の種類
	産業廃棄物の種類注1)
	増設区域
	既許可区域

	廃プラスチック類　
	○
	○

	紙くず　
	○
	○

	木くず　
	○
	○

	繊維くず　
	○
	○

	ゴムくず　
	○
	○

	金属くず　
	○
	○

	ガラスくず　
	○
	○

	がれき類　　
	○
	○

	燃え殻
	○
	－

	鉱さい　
	○
	－

	汚泥（無機性汚泥に限る。）　
	○
	－

	令13号廃棄物注2）（ｺﾝｸﾘｰﾄ固型化物に限る。）
	○
	－


注1）石綿含有産業廃棄物を含む。

注2）令13号廃棄物とは、産業廃棄物を処分するために処理したもの（コンクリート固型化物等）であって、処理前の産業廃棄物に該当しないものをいう。
注3）表中の○は、処理する産業廃棄物の種類を示す。

なお、既許可区域の最終処分場については、設置時点(平成15年11月28日[処分業許可取得])では４品目（廃プラスチック類、木くず、ガラスくず、がれき類）であったが、平成16年7月9日[処分業許可取得]に４品目（紙くず、繊維くず、金属くず、ゴムくず）を追加している。

3.3  産業廃棄物処理施設の処理能力（最終処分場は埋立面積及び埋立容量）

今回の変更は、既許可区域の北西側に隣接する敷地と既許可区域内の北西側の敷地を利用し、最終処分場を拡張するものであり、増設区域と既許可区域の埋立面積及び埋立容量は、表3-2に示すとおりである。

また、増設区域の造成計画平面図は図3-1(1)に、埋立計画平面図は図3-1(2)～(3)に、埋立縦横断面図は図3-1(4)示すとおりである。
表3-2　最終処分場の敷地面積、埋立面積及び埋立容量

	項　　目
	①増設区域
	②既許可区域
	事業計画地

	埋立面積(m2)
	70,357.90※
	52,692.68※
	101,765.80
(21,284.78)

	埋立容量(m3)
	754,481 
	618,983 
	1,373,464


注）1.埋立面積（表中の※）については、増設区域と既許可区域が一部重複している。

2.埋立面積の事業計画地（　）内は、増設区域と既許可区域の重複面積で事業計画地の外数を示す。
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